
     画像診断を習得するための

胸部X線

「読影指南」の効率的な使い方

画像診断ナビゲーターDoc.naviは診断のナビゲート、

画像診断シミュレーターsimu.Docは画像診断の学習

と思っていませんか？

そうではありません！！

画像診断ナビゲーター「Doc.navi」をテキストや参考書として、画像診断

シミュレーター「simu.Doc」を 問 題 集やドリルとして活用し、 画像診断

を効率的に学習する方法をご紹介します。



1. まずは、simu.Doc（基礎編）の「レベルチェックテスト」で理解度を確認しましょう(下記参照)。

正解率　30%以下

simu.Docc基礎編 難易度★から学習してください

正解率　31%～95%

simu.Doc基礎編 難易度★★から学習してください

修了テストが全問正解するまで

「異常陰影の場所」「異常所見」「診断」計330問を繰り返し

学習してください。

正解率　100%

simu.Doc臨床編へ進んでください

2. ご自身の理解度に合わせて問題を解答していきますが、Doc.naviを使った効率的な学習方法を説明します。

simu.Doc基礎編の「レベルチェックテスト」で左肺尖部の無血管野に気づきましたか？（左下図）

例えば肺尖部に頻発する疾患を把握したい場合、Doc.naviを同時に起動し、ナビゲーション画面で①肺尖部を選択して②症例検索を

行います（右下図）。

赤枠内を見ると肺尖部には「気胸」が頻発することがわかります。いろいろな「気胸」の症例画像を見てみましょう。

simu.Doc基礎編

胸部X線画像は「肺」「縦隔」「骨」「軟部」「胸膜（辺縁）」と

領域ごとに分類されています。

それぞれに特徴的な疾患の画像を理解してください。
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3. Doc.naviを使えば、各疾患の症例画像を理解することもできます。

①　　②気胸をクリックすると診断毎に関連する「基本所見」「基本部位」、③症例検索をクリックすると症例画像を参照できます。

赤枠内を見ると気胸は「肺尖部」に頻発し、特徴的な所見は「無血管野」であることがわかります。いろいろな「無血管野」の症例

画像を理解しましょう。

必要に応じて気胸の④診断の説明も参照して疾患の理解を深めることができます。

（④のあとで⑤をクリックしてください）

4. 異常所見を識別するためには、正常画像を理解することが必要です。

Doc.naviでは多くの正常症例を確認することができます（下図）。

正常症例を見ながら、Youtube”画像診断オンライン講座”で「胸部レントゲン画像の読み方～ 正常画像 編 ～」

https://www.youtube.com/watch?v=YrzF2gvzZ_Q

を視聴して ①胸部レントゲン写真の要素について

②肺野の区分について

③正常像と境界線について

を理解しましょう。

Doc.navi
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5. simu.Doc基礎編がマスターできたら、次にsimu.Doc臨床編⇔必要に応じてDoc.naviによる確認を繰り返します。

問題数は 入門 180問 目標とするレベルは 医学生 入門・初級

初級 340問 医師 入門・初級・中級

中級 360問 専門医 すべて

上級   72問 をマスターできるまで行ってください。

6. 一旦マスターできても普段接さない症例は忘れるので、

不得意を作らないためにも適時simu.DocとDoc.naviでご自身の理解度を確認してください。

Doc.naviには120疾患、約500症例と、それらの「基本部位」「基本所見」「診断」の関係が網羅されています。

常にDoc.naviを手元に置いてsimu.Docを使った復習を行い、自信のない場合はDoc.naviを参照してエビデンスを確認してください。

（下図はDoc.naviを使用して数多くの「肺炎」症例を確認しているところです。）

Doc.navi
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